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次
代
を
担
う
若
者
育
成
へ

岡
村
　
正
Ｃ
Ｖ
Ｇ
東
京
実
行
委
員
長

ごあいさつ
　
昨
年
は
震
災
復
興
が
本
格

化
し
、
日
本
経
済
が
再
生
に

向
け
て
力
強
く
前
進
す
る
年

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、

復
興
は
い
ま
だ
途
上
に
あ

り
、
加
え
て
円
高
・
デ
フ
レ

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
重

要
政
策
課
題
を
克
服
す
る
こ

と
が
か
な
わ
ず
、
さ
ら
に
は

世
界
経
済
の
先
行
き
不
透
明

感
も
相
ま
っ
て
国
全
体
が
重

い
閉
塞
感
に
包
ま
れ
ま
し

へ
い
そ
く

た
。
そ
れ
で
も
年
末
に
安
倍

新
政
権
が
ス
タ
ー
ト
し
て
以

来
、
「
経
済
再
生
」
を
第
一

に
掲
げ
、
緊
急
経
済
対
策
を

打
ち
出
し
た
こ
と
に
市
場
が

好
感
し
、
現
在
は
円
安
・
株

高
傾
向
に
あ
る
な
ど
明
る
い

兆
し
が
見
え
始
め
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
景
気
回
復
の
芽
を
安

定
し
た
持
続
的
成
長
に
結
び

つ
け
る
た
め
に
、
震
災
復
興

・
福
島
再
生
の
加
速
を
大
前

提
と
し
て
、
「
科
学
技
術
創

造
立
国
」
「
文
化
立
国
」
を

ベ
ー
ス
に
し
た
成
長
戦
略
を

確
実
に
実
行
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
中
で

も
、
起
業
・
創
業
の
拡
大
に

よ
る
雇
用
の
創
出
、
新
た
な

需
要
喚
起
が
期
待
さ
れ
る
新

技
術
の
開
発
促
進
に
つ
い
て

は
早
急
に
手
を
打
つ
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
経
済
成
長
の
原
動

力
で
あ
る
中
小
企
業
の
活
力

強
化
と
地
域
再
生
へ
の
取
り

組
み
は
不
可
欠
で
あ
り
、
官

民
挙
げ
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

技
術
革
新

に
挑
ん
で
い

く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で

す
。

　
Ｃ
Ｖ
Ｇ
は
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
て
次

世
代
を
担
う
若
者
の
人
材
育

成
と
起
業
家
精
神
の
醸
成
、

さ
ら
に
は
発
展
的
成
果
と
し

て
新
製
品
開
発
や
起
業
・
創

業
へ
結
び
付
け
て
い
く
重
要

な
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
今
回
の
「
第
９
回
Ｃ
Ｖ
Ｇ

東
京
」
で
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

・
ビ
ジ
ネ
ス
の
２
部
門
に
合

計
１
５
８
件
も
の
優
れ
た
事

業
計
画
が
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ

ま
し
た
。
先
行
き
不
透
明
な

時
代
に
、
こ
れ
だ
け
意
欲
の

高
い
学
生
が
大
勢
い
る
こ
と

に
大
変
心
強
く
感
じ
ま
す
。

　
今
後
、
実
行
委
員
会
で
は

受
賞
し
た
方
々
の
新
規
ビ
ジ

ネ
ス
を
支
援
し
、
産
業
の
振

興
、
ひ
い
て
は
日
本
経
済
全

体
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
よ

う
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
次
代
を
担
う
若
者
の

人
材
育
成
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
創

出
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め

て
参
り
ま
す
。

オ
ン
タ
イ
ム
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ｍ
ａ
ｎ
ａ
．
ｂ
ｏ

時
間
、
距
離
を
超
え
る
指
導
法
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左
か
ら
廣
田
さ
ん
、三
橋

さ
ん
、斉
藤
さ
ん

　
通
信
速
度
の
大
幅
な
向
上
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
ン
フ
ラ
の
改
善
に

よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
は
普
及
が

進
み
、
今
後
、
市
場
の
成
長
が
見

込
ま
れ
る
。
そ
こ
で
、
誰
で
も
指

導
者

チ
ュ
ー
タ
ー

と
し
て
参

加
で
き
る
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
「
ｍ
ａ
ｎ
ａ．

ｂ
ｏ
」
の
構
築

に
取
り
組
む
。

　
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
生
徒

中
学

３
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
、

浪
人
生

は
質
問
し
た
い
内
容
を

撮
影
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

多

機
能
携
帯
電
話

な
ど
の
携
帯
端

末
か
ら
ｍ
ａ
ｎ
ａ．

ｂ
ｏ
に
送
信

す
る
。
科
目
と
質
問
内
容
を
入
力

す
る
と
、
教
え
る
側
の
チ
ュ
ー
タ

ー
に
そ
の
内
容
が
送
信
さ
れ
、
解

答
・
指
導
で
き
る
と
判
断

し
た
チ
ュ
ー
タ
ー
は
返
信

す
る
。
返
信
し
た
チ
ュ
ー

タ
ー
の
中
か
ら
、
生
徒
は

能
力
、
指
導
料
な
ど
を
考

慮
し
、
適
し
た
チ
ュ
ー
タ

ー
を
選
択
。
こ
の
時
点
か

ら
手
書
き
共
有
ボ
ー
ド
、

数
式
認
識
エ
ン
ジ
ン
機
能

を
統
合
し
た
独
自
実
装
の

ブ
ラ
ウ
ザ
ア
プ
リ
「
ｍ
ａ

ｎ
ａ
ｂ
ｏ
ａ
ｒ
ｄ
」
で
指

導
が
開
始
さ
れ
る
。

　
指
導
後
、
生
徒
は
チ
ュ
ー
タ
ー

を
評
価
し
、
指
導
に
要
し
た
時
間

分
の
指
導
料
が
生
徒
か
ら
チ
ュ
ー

タ
ー
に
自
動
的
に
支
払
わ
れ
る
。

指
導
料
は
チ
ュ
ー
タ
ー
が
設
定
で

き
る
。
指
導
料
の
約

％
が
シ
ス

テ
ム
料
と
し
て
ｍ
ａ
ｎ
ａ．

ｂ
ｏ

の
売
り
上
げ
に
な
る
。
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の
指
導
記
録
は
保
存
さ

れ
、
ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
さ
れ
る
。

チ
ュ
ー
タ
ー
の
質
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
生
徒
か
ら
の
評
価
を
生
か
し

た
仕
組
み
づ
く
り
で
対
応
す
る
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー

な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
利
用
し
告
知
を

行
い
、
口
コ
ミ
で
普
及
を
促
す
。

　
ｍ
ａ
ｎ
ａ．

ｂ
ｏ
は
時
間
、
距

離
の
壁
を
超
え
た
新
た
な
指
導
方

法
。
生
徒
の
質
問
し
た
い
タ
イ
ミ

ン
グ
に
対
応
す
る
オ
ン
タ
イ
ム

を
強
み
に
、
学
校
や
塾
、
家
庭
教

師
と
差
別
化
を
図
る
。
日
本
だ
け

で
な
く
、
韓
国
や
中
国
な
ど
の
ア

ジ
ア
圏
へ
の
参
入
と
い
っ
た
世
界

展
開
も
視
野
に
入
れ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
で
社
会
に
新
し
い
価
値
を

大賞を受賞して
　
こ
の
よ
う
な
栄
え
あ
る

賞
を
い
た
だ
き
大
変
光
栄

に
思
い
ま
す
。

　
大
学
入
学
当
初
か
ら
、

Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で

イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
働
い

て
い
く
中
で
、
自
分
で
も

事
業
を
興
し
て
み
た
い
と

い
う
思
い
が
ど
う
し
て
も

捨
て
き
れ
ず
、
自
分
の
価

値
を
最
大
限
発
揮
し
た
い

と
思
い
、
迷
い
を
断
ち
切

っ
て
起
業
し
ま
し
た
。

　
よ
く
あ
る
話
で
、
文
字

に
す
れ
ば
た
っ
た
こ
れ
だ

け
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
、

こ
の
決
断
を
す
る
の
に
半

年
以
上
悩
み
苦
労
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
の
受
賞

で
「
ひ
と
ま
ず
よ
く
頑
張

っ
た
ね
」
と
声
を
か
け
ら

れ
た
よ
う
な
一
時
の
安
堵

あ
ん
ど

を
得
ま
し
た
。

　
特
に
何
か
実
績
が
あ
る

わ
け
で
も
な
く
、
会
社
と

呼
ぶ
の
も
は
ば
か
ら
れ
る

よ
う
な
そ
ん
な
小
さ
な
組

織
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
じ
て
人
々
を
よ

り
賢
く
す
る
と
い
う
思
い

に
共
感
し
て
、
誰
が
見
て

も
間
違
い
な
く
優
秀
と
い

え
る
メ
ン
バ
ー
が
一
人
、

ま
た
一
人
と
加
わ
っ
て
き

て
く
れ
、
非
常
に
頼
も
し

く
、
僕
ら
が
社
会
に
新
し

い
価
値
を
生
み
出
す
、
と

い
う
気
持
ち
が
日
に
日
に

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
僕
自
身
、
予
備
校
や
家

庭
教
師
で
６
年
ほ
ど
指
導

し
て
き
て
、
遠
隔
で
の
生

徒
か
ら
の
質
問
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
ち
ょ
う
ど
良

い
ツ
ー
ル
が
な
い
こ
と
に

疑
問
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
教
授
で
「
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
ジ
レ
ン
マ
」
を
著

し
た
こ
と
で
も
名
高
い
ク

レ
イ
ト
ン
・
ク
リ
ス
テ
ン

セ
ン
は
教
育
に
関
す
る
著

書
で
、
直
近

年
間
で
米

国
は
約
６
兆
円
も
教
育
改

革
に
投
資
を
し
て
き
た
も

の
の
際
立
っ
た
変
化
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
こ

に
来
て
「
Ｋ
ｈ
ａ
ｎ
　
Ａ

ｃ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ
ｙ
」
を
筆
頭

と
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

の
普
及
に
よ
っ
て
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
り
つ

つ
あ
る
と
近
年
の
業
界
変

化
に
言
及
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
に
は
米
国
で

オ
ン
ラ
イ
ン
と
オ
フ
ラ
イ

ン
の
授
業
の
比
率
が
１
対

１
に
な
る
と
い
う
統
計
が

出
て
く
る
ほ
ど
で
す
。
今

後
、
教
師
の
リ
ソ
ー
ス
は

個
々
の
生
徒
に
対
し
て
多

く
投
下
さ
れ
、
個
別
具
体

的
な
指
導
の
割
合
が
高
ま

る
は
ず
で
す
。

　
僕
た
ち
は
「
ｍ
ａ
ｎ

ａ．

ｂ
ｏ
」
と
い
う
一
方

向
の
授
業
を
補
う
双
方
向

の
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
世
に
送
り
出
し
、
こ

の
領
域
で
の
デ
フ
ァ
ク
ト

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
目
指
し

ま
す
。

　
「
第
９
回
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
東
京
」

略
称
Ｃ
Ｖ
Ｇ
東
京
、
愛
称
キ
ャ
ベ
ツ

・
プ
ラ
ン

は
学
生
の
優
れ
た
プ
ラ
ン
を
表
彰
す
る
。
２
０
１
２
年

月

日
、
東
京
・
市
ケ
谷
の

法
政
大
学
で
、
応
募
さ
れ
た
１
５
８
件
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
か
ら
勝
ち
上
が
っ
た

件
の
プ
ラ
ン
が

最
終
審
査
を
行
っ
た
。
Ｃ
Ｖ
Ｇ
東
京
大
賞

グ
ラ
ン
プ
リ

は
東
京
大
学
大
学
院
の
三
橋
克
仁
さ

ん
、
斉
藤
祐
介
さ
ん
、
慶
応
義
塾
大
学
の
廣
田
達
宣
さ
ん
の
「
オ
ン
タ
イ
ム
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
ｍ
ａ
ｎ
ａ．

ｂ
ｏ
」
に
決
ま
っ
た
。
大
賞
以
下
、
関
東
経
済
産
業
局
長
賞
、
り
そ
な
銀
行
賞
な
ど

賞

件
も
決
定
し
た
。
大
賞
受
賞
者
に
は
賞
状
と
賞
金
１
０
０
万
円
、
ほ
か
の
受
賞
者
に
も
賞
状

と
賞
金
が
贈
ら
れ
た
。

大
賞
に
三
橋
さ
ん
ら

　
Ｃ
Ｖ
Ｇ
は
知
恵
と
創
造
性
を
生

か
し
た
学
生
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

を
支
援
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
。
学
生

の
柔
軟
な
ア
イ
デ
ア
を
産
業
界
で

発
展
さ
せ
、
新
た
な
技
術
・
製
品

・
サ
ー
ビ
ス
を
成
長
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

　
Ｃ
Ｖ
Ｇ
は
各
地
域
で
行
わ
れ

る
。
東
京
大
会
は
関
東
・
甲
信
越

地
域

茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬

県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京

都
、
神
奈
川
県
、
新
潟
県
、
山
梨

県
、
長
野
県
、
静
岡
県

に
あ
る

大
学
、
大
学
院
、
高
等
専
門
学

校
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校
に
在

籍
す
る
学
生
を
対
象
に
し
て
い

る
。

　
応
募
プ
ラ
ン
に
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
部
門
と
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
が
あ

る
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
門
は
技
術

的
な
要
素
を
背
景
に
、
独
創
的
な

技
術
に
基
づ
く
、
ま
た
は
既
存
の

技
術
を
も
と
に
新
製
品
開
発
、
サ

ー
ビ
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
提

案
す
る
プ
ラ
ン
。
ビ
ジ
ネ
ス
部
門

は
ユ
ー
ザ
ー
視
点
の
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
ア
イ
デ
ア
や
、
地
域
資
源
の

活
用
、
地
方
の
活
性
化
を
促
進
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
提
案
す
る

プ
ラ
ン
。

　

プ
ラ
ン
の
具
体
的
内
容

プ

ラ
ン
の
優
位
性

実
現
方
法
、
実

行
時
期
、
課
題

市
場
性

事
業

採
算
・
収
支
予
測
―
が
審
査
ポ
イ

ン
ト
。
最
終
審
査
は
審
査
員
の
前

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
質
疑

応
答
を
行
う
。

　
Ｃ
Ｖ
Ｇ
東
京
は
Ｃ
Ｖ
Ｇ
東
京
実

行
委
員
会
が
主
催
。
ま
た
、
経
済

産
業
省
関
東
経
済
産
業
局
、
関
東

商
工
会
議
所
連
合
会
、
関
東
ニ
ュ

ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
、
東
京
産
業

人
ク
ラ
ブ
、
コ
ラ
ボ
産
学
官
、
ク

オ
ン
タ
ム
リ
ー
プ
、
法
政
大
学
大

学
院
中
小
企
業
研
究
所
が
後
援
し

て
い
る
。
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